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る o 第 1 章と第 7 章を除く各章はそれぞれ独立した論文となっており、以下その概要を述べる。





























本論文は、 20世紀における世界の自然災害の推移を概観する序説的な第 l 章に続いて、第 2 章で、阪神・淡路大震
災直後被災地域において価格メカニズムが健全に機能し続けたことを実証的に立証するo 第 3 章では、震災直後に出
現した贈与経済の規模が、被災地総消費の7.5%に達していたと統計的に推定する。第 4 章では、常識的理解に反し
て、震災直後から震災地家計においては金融資金の蓄積が進んでいたことを立証する。
本論文の第 5 章では、震災直後からの復興過程において財政資金がどのように活用されたかを明らかにする。そし
て第 6 章においては、政策的視点から、市場経済における災害復興政策のあり方について、復興現場に可能な限りの
自由度を与えるような財政的、制度的裏っ・けが必要であることを提言する。
本論文は、データ不足、乏しい先行研究などの困難を克服しつつ、災害政策学とでも呼ぶべき新たな分野を開拓し
ようとした点に最大の貢献があり、分析の方法とその解釈に議論の余地を残す部分はあるものの、社会的要請度の高
い重要な政策課題を、高度なアカデミックな水準と現実関連性をもって追究した研究となっている。したがって本論
文は、博士(国際公共政策)の学位に十分値するものと判断される。
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